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【背景・目的】 
フルクトースの消費量増加に伴い、妊婦の摂取量も増加している。本研究室ではフルクトー

スを摂取した母獣から産まれた仔の海馬神経新生が減少することを明らかにしている。近年、

Uncoupling Proteins (UCPs) を介したエネルギー調節機構が神経新生及び保護に重要な役

割を担うことが明らかになっている。そこで、本研究では UCPs に焦点をあて、母獣のフル

クトース摂取が海馬 UCPs 発現量に及ぼす影響を解析した。 
【対象・方法】 
妊娠授乳期に蒸留水を与えた母獣の仔を対象 (C) 群、20%フルクトースを与えた母獣の仔

をフルクトース群 (F) 群とした。21 日齢の海馬組織を用いて UCPs mRNA の定量、及び

DNA のメチル化を解析した。海馬の酸素消費量（OCR）と過酸化脂質（LPO）の定量も行

った。またラットグリア細胞株 (C6) を用いてルシフェラーゼアッセイ、及び ChIP アッセ

イにてプロモーターのメチル化が転写活性に及ぼす影響を解析した。 
【結果】 
21 日齡 F 群海馬では、UCP5 mRNA 量が有意に減少しており、それに伴いプロモーター領

域のメチル化率の有意な上昇が認められた。F 群では OCR の低下及び LPO の有意な増加

が確認された。さらに、C6 を用いた細胞実験によりプロモーター領域のメチル化が転写因

子である Specificity Protein 1 (SP1) の結合を阻害することを示唆した。また、プロモータ

ー領域のメチル化により、ルシフェラーゼ活性の低下を引き起こす結果が得られた。 
【結論】 
母獣のフルクトースの過剰摂取は仔海馬の UCP5 の発現量を低下させる。これにはエピジ

ェネティックな機構が関わることが示唆された。 
 

 


